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点検・評価項目 取組状況 理由 改善・向上に向けた計画
点検・評価結果

　AI数理データサイエンスセンターを中心とし、プログラム構成科
目を運営する人間力創成教育院院長、各プログラム長および科目担
当者等により構成するAI数理データサイエンスプログラム運営委員
会において、学生の履修データ、修了状況等の資料を用いた分析・
点検を行った。

　AI数理データサイエンスプログラム運営委員会において、問題
点を把握し、改善案を策定、実行する体制が整えられている。

　本教育プログラムは、令和5年度入学生より開始となったため、年度の経
過に伴い履修率は向上していくものと想定されるが、引き続き学内におい
てプログラムのより広い周知を図り、全学部における履修率の向上の方策
を同委員会において策定していく。

A
教育プログラムの履修・修
得状況

学修成果

　毎学期末に実施する学生による授業評価アンケート結果を分析す
ることによって、学生の理解度の把握を行った。また、プログラム
構成科目の単位修得状況を分析することにより、授業の難易度に問
題がないかを確認した。

A

　単位修得状況においては、高い修得率であり、難易度に大きな
問題はないと評価できる。また理解度、後輩等への推奨度につい
ても調査を行い分析することで、本項目に関する点検は十分に行
われていると考えられる。

　各種アンケート結果をAI数理データサイエンスプログラム運営委員会に
おいて分析、共有し、本教育プログラムの評価・改善に活用していく。ま
た、プログラム要件の修得率についても検討を行い、より効果的に学修効
果を上げられるようプログラムの改善を進める。

　授業評価アンケートにおける設問「この授業の内容は理解でき
ましたか」に、応用基礎レベルプログラムを構成する6科目で
は、回答選択肢「５：そう思う」、「４：どちらかといえばそう
思う」に対し、平均評価ポイントが4.063ポイントであった。上
述の結果から、授業の難易度および科目担当教員の授業方法につ
いては適切であると考えられる。

　授業評価アンケートを通じて、学生の理解度を把握した。
学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

A
　各種アンケート結果をAI数理データサイエンスプログラム運営委員会に
おいて分析、共有し、本教育プログラムの評価・改善に活用していく。

　授業評価アンケートを通じて、学生の知的関心の高まりや達成感
が得られたかを確認した。

学生アンケートを通じた後
輩等他の学生への推奨度

　授業評価アンケートにおける設問「この授業は総合的に魅力的
な授業でしたか」に、応用基礎レベルプログラムを構成する6科
目では、回答選択肢「５：そう思う」、「４：どちらかといえば
そう思う」に対し、平均評価ポイントが4.118ポイントであっ
た。また、「あなたはこの授業に意欲的・積極的に取り組みまし
たか」の設問には、4科目の平均評価ポイントが4.248であった。
上述の結果から、後輩等にも受講を推奨できると評価している受
講生が多いと考えられる。

　各種アンケート結果をAI数理データサイエンスプログラム運営委員会に
おいて分析、共有し、本教育プログラムの評価・改善に活用していく。

A
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　プログラム登録説明会を実施する７月から、秋学期履修申告を行う９月
初旬までをそれぞれの年度の登録期間として設け、登録者数、登録者の所
属内訳をAI数理データサイエンスプログラム運営委員会において共有・分
析することで、履修率の達成進捗状況の確認および改善方策の策定を行
う。

全学的な履修数・履修率向
上に向けた計画の達成・進
捗状況

　登録者数、登録者の所属内訳を、AI数理データサイエンスプログ
ラム運営委員会において共有し、履修率の達成進捗状況の確認を
行った。

A

　AI数理データサイエンスプログラム運営委員会では、科目を運
営する人間力創成教育院、教務支援課、全体を統括するAI数理
データサイエンスセンターが連携、協働して、学修をサポートす
る体制を整えている。また、委員会において、構成科目の受講状
況についての定期的な検討を行い、プログラム登録を希望する学
生が受講しやすい体制を整えている。

産業界からの視点を含めた
教育プログラム内容・手法
等への意見

　AI数理データサイエンスセンター所属教員が講師を務める「CU
Synergy Program～AI基礎と応用～」において、参加企業に対し
て、データサイエンス・AI教育プログラムの認知度、また入社して
くる学生に求める能力等についてのアンケートを実施した。

A
　設問に対し得た回答を、AI数理データサイエンスプログラム運
営委員会において共有し、本教育プログラム改善の参考とした。

　今後も同様に企業向け講習などの機会にアンケート調査を実施、産業界
からの意見を本教育プログラム改善に役立てていく。

教育プログラム修了者の進
路、活躍状況、企業等の評
価

　本教育プログラム開始は、令和5年度であり、プログラム修了者が
社会に出るのは令和9年度以降であるため、本項目の評価は行えてい
ない。

ー ー
　今後、学生の就職先、地域、企業、公共団体等に対しての調査を実施
し、本プログラムを修了した卒業生の採用状況、企業評価を把握できる仕
組みを検討していく。

内容・水準を維持・向上し
つつ、より「わかりやす
い」授業とすること

　本教育プログラムの科目では、学修の際に数理的基礎知識を要す
る単元があるため、数学基礎科目の学修が、プログラム構成科目の
理解度向上に繋がる。AI数理データサイエンスプログラム運営委員
会では、それら数学基礎科目と、プログラム科目での学修内容が、
有機的に繋がるか確認を行った。

A
　本教育プログラムを構成する科目の一部の担当教員が、数学基
礎科目も併せて担当することで、教員間で意見を交換しながら、
科目の理解度向上を目指した。

　今後も同様に、学生による授業評価アンケートなどから学生の理解度を
把握し、授業改善に繋げていく。

数理・データサイエンス・AI
を「学ぶ楽しさ」「学ぶこ
との意義」を理解させるこ
と

  本教育プログラムでは、抽象的な座学だけではなく、社会や大学に
おいて使われる実践的な例題を多く取り入れ、自分が学んだことが
実際に役に立つことが理解できるような講義を行った。

A

　教科書以外にExcelや各種アプリケーション、Web教材なども
利用して多面的に学習できるように工夫を行った。また、プログ
ラミング言語Pythonを用いた高度なデータ解析などを用いた講義
を行い、学生が自分で実際に操作をすることで、最先端のAIと
データサイエンスについての興味と理解を深めた。

　今後も同様に、最先端の技術と併せて、身近な実践例などを取り入れな
がら、実生活において役立つことを実感できるような内容を取り入れてい
く。
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